
 

学校の働き方改革をトンカツ定食に例え

るならこれからは食べられる分だけ校長

先生が盛りつける時代になった件！ 
 1 月 17 日に文部科学省は、「公立学校の教育職員の業務量の適切な管理その他教育職員の服務を監督する

教育委員会が教育職員の健康及び福祉の確保を図るために講ずべき措置に関する指針」というありえな

いほど長い名前の指針を告示しました。この長い名前の指針をトンカツ定食を例に３分で解説！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

県教組メンバーズカード「おすすめ特約店」※詳細は県教組 HP でご確認ください 

      

 

委員長 

能澤 英樹 
書記長 

湯浅 慎治 
書記次長・富山支部担当 

平山 志郎 
魚津支部担当執行委員 

寺島 豊和 
高岡支部担当執行委員 

林 誠 

砺波支部担当執行委員 

正来 晋 

特別支援担当執行委員 

林 伸恭 
フレンチ・イタリ

アンのパ・ド・ド

ゥ(黒部コラーレ

内)。飲食 10%オフ 

全国のコート・ダ

ジュール、1 時間

無料か 1ドリンク

サービス 

リッジラインボ

ルダリングジム、

初回登録料無料、

料金 10％引き 

扇原清月堂、2000

円以上で「水キラ

キラマドレーヌ」

1 個サービス 

スイーツ店の戸

出ジェラートの

ダブルがトリプ

ルに 

バレンタイン（イ

オンモール高岡

近くのケーキ屋

さん）5％オフ 

パティスリー・シ

ュン（氷見）のポ

イントカード 1ポ

イントサービス 

多忙解消 
とやまケンキョ—ソ特命 

SP は５分でできる 

意識改革！ 

No.23 

4 月からの新制度をチェック！ 

トンカツ定食がいくらおいしくて栄養があるから

と言って食べ過ぎは禁物です。 

教育も子どもたちのためと言って業務の「山盛

り」は弊害が大きいですが、「時間外勤務命令はし

ない」と定めた給特法により、山盛りは「自主的」

と解釈され、放置されてきました。また、業務量の

調整を管理職が行う必要がないという誤解もまかり

通っていました。 

しかし、教員の長時間勤務の問題が社会問題

化すると、文部科学省は一気に方針転換！業務

量の管理の責任は教育委員会と管理職にあるこ

とを全面に打ち出す「指針」を告示し、法的な

規制がかかることになりました。しかし民間と

違って公務員には罰則がないため。その実効性

が危惧されます。実効性については裏に 



実効策①トンカツ枚数制限！  

月 45 時間、年間 360 時間の上限が守れない場合は、教育

委員会は結果を検証し、業務の適正化

や環境整備を行わなければいけませ

ん。全員が守られるまで改善です。 

実効策②ご飯大盛り禁止！ 
もし長時間勤務が放置された時の防止策

として県や市町村教育委員会に「相談窓口」

の設置を行うことが指針に示されています。

働き方の問題、健康の問題やハラスメントの

問題などが相談の対象になると思われます。 

実効策③とりあえず野菜食べとけ！ 
  「相談窓口」に相談しても改善がない場合

の対応を国会で問われた萩生田文科大臣は

「市町村教委の対応が適切でない場合は都

道府県教委が指導する」こと、「人事委員会

や公平委員会に措置要求もできる」こと、そ

の上で不適切な状況が続けば「文部科学省も指導する」こと

を発言しました。 

実効策④塩分の取りすぎに注意！ 
それでも長時間勤務が放置されている場合、

「責任を果たしているとは言えず、状況によって

は信用失墜行為として懲戒処分等の対象になり

うる」と萩生田文科大臣は国会で述べました。 

ＢＩＧ豆知識日教組大健闘！ 

前述の大臣の発言は、12 月の給特法改正の

国会審議の中で、みずおか俊一議員を先頭とす

る教育関係の野党議員が論陣を張り、政府から

引き出したものです。それらを支えてきたのが日教組です。 

４月１日から新制度になります 
罰則がないとはいえ、教育委員会として無視するわけ

にはいかない新制度が４月１日から始まります。70 年以

上かかって作り上げてきた働き方と意識を数年で覆すこ

とは簡単ではありませんが、県教組は訴え続けます。み

なさんも新しい制度をまず知り、正しい働き方に近づけ

るように、職場を変える意識をもってください。 

多忙反対！家庭第一のイクメン教師 

剣
つるぎ

マモルが行く！ 

働き方コロナ改革？！の巻 

 

 

 

 

私たちも意識改革を！ 

「もっとトンカツ定食食べたい！」と思わ

れる方もおられると思います。でも、一人が

食べると、また一人が食べ、いつしか同調圧

力でみんなが食べている・・・。これが学校

職場のこわいところです。 

私たちの「適量」を見直して 

みませんか。 


